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I 日本政府に核兵器禁止条約の参加日本政府に核兵器禁止条約の参加
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原爆犠牲者慰霊。世界平和祈願法要
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核兵器禁止条約に参加する
政府を実現しよう１
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核兵器禁止条約元年の2021年を

市民と野党の共闘で政瀧淑の年にしよう

広
島
原
爆
投
下
か
ら
花
年
を
迎
え

た
８
月
６
日
、
大
津
市
の
三
井
寺

（
福
家
俊
彦
長
吏
）
で
原
爆
犠
牲
者

慰
霊
・
世
界
平
和
祈
願
法
要
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
（
写
真
蓮

Ｊ
Ｒ
膳
所
竪
副
で
は
、
「
日
本
政
府

に
核
兵
器
禁
止
条
約
の
批
准
を
求
め

る
滋
賀
県
民
の
会
」
の
メ
ン
バ
ー
が

日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
の
参

加
を
求
め
る
署
名
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
（
写
真
左
）

唯
一
の
戦
争
被
爆
国
で
あ
る
日
本

政
府
は
核
兵
器
禁
止
条
約
に
背
を
向

け
続
け
て
い
ま
す
が
、
本
来
条
約
を

批
准
し
、
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
立
場
に
あ
り
ま

す
ｃ
被
爆
国
日
本
の
条
約
批
准
が
実

現
す
れ
ば
、
朝
鮮
半
島
の
非
核
化
を

含
む
東
ア
ジ
ア
の
平
和
と
安
全
に
大

き
く
寄
与
す
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
ｃ

来
る
べ
き
秋
の
総
選
挙
で
市
民
と

野
党
の
共
闘
で
、
核
兵
器
禁
止
条
約

参
加
を
掲
げ
た
野
党
連
合
政
権
を
実

現
し
ま
し
ょ
篝
恥

罐
が
実

恢
化
を

菫
に
大

い
あ
り

、
民
と

止
条
約

潅
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．
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０
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．
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総
選
挙
前
の
こ
の
時
期
に
上
映

公
篇
し
た
決
断
は
お
宮
譽
壼
日
本
学

術
会
議
任
命
拒
否
問
題
で
の
野
党
議

員
の
追
及
に
、
後
ろ
か
ら
秘
書
官
が

手
書
き
の
答
弁
書
を
差
し
出
し
、
そ

の
ま
ま
読
み
上
げ
る
菅
の
姿
が
痛
々

し
い
。
お
か
し
く
て
、
そ
し
て
悲
し

い
風
景
で
す
。
こ
の
映
画
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
が
日
大
芸
術
学
部
の
学

生
向
け
に
こ
の
映
画
の
試
写
会
を
し

た
ら
、
大
い
に
受
け
て
、
政
治
に
興

味
が
な
い
と
言
っ
て
い
た
多
く
の
学
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｛
再
録
一
滋
賀
の
平
和
と
進
歩
の
伝
統

明
治
社
会
主
義
と
滋
賀
県

米
騒
動
と
日
本
共
産
党
の
創
立
う
け
飢
え
を
し
の
ぐ
」
、
犬
上
郡
で
は

目
雇
労
働
者
多
く
、
収
入
媚
円
以
下
の

１
９
１
８
（
大
正
７
）
年
の
「
米
展
も
の
多
し
、
乞
食
に
て
糊
口
を
し
の
ぐ
も

動
」
は
、
生
活
を
守
る
た
め
の
民
衆
の
の
あ
り
」
と
い
っ
た
状
況
で
、
大
津
で
は

空
前
の
規
模
の
決
起
で
あ
っ
た
。
滋
賀
電
柱
に
采
穀
買
い
占
め
不
当
な
暴
利
を

県
で
は
、
蒲
生
郡
宇
津
呂
村
（
現
近
江
貧
る
も
の
に
対
し
制
裁
を
加
う
べ
し
」
と

八
婚
廻
で
百
数
十
人
、
甲
賀
郡
長
野
の
貼
紙
、
膳
所
町
で
は
「
米
価
に
つ
き
集

村
（
現
甲
賀
市
信
楽
町
）
で
４
０
０
人
合
」
を
呼
び
か
け
る
貼
紙
が
現
れ
る
。
当

と
い
う
規
模
で
「
騒
動
」
が
起
こ
っ
て
時
、
「
騒
動
」
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
県

い
る
。
米
謹
間
に
お
し
か
け
、
米
価
値
民
と
り
わ
け
貧
困
層
の
間
で
失
政
を
問
う

下
げ
、
白
米
の
廉
売
な
ど
を
迫
っ
た
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
高
ま
っ
て
い
、
た
の
が
わ
か

で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
「
騒
動
」
の
主
る
。

体
は
未
解
放
部
落
の
人
び
と
で
あ
っ
米
騒
動
は
、
日
本
の
勤
労
人
民
の
階
級

た
。
こ
の
震
動
」
で
宇
淳
呂
村
で
は
的
自
覚
を
高
め
、
各
分
野
で
人
民
の
運
動

聖
人
、
長
野
村
で
は
ｎ
人
の
実
刑
者
が
と
組
織
化
が
前
進
し
た
。
労
働
者
の
大
規

出
た
。
こ
の
ほ
か
一
宝
へ
郡
山
田
村
の
未
模
な
ス
ト
ラ
イ
キ
が
お
こ
り
、
１
９
２
０

解
放
部
落
の
人
た
ち
も
米
商
・
区
長
宅
（
大
正
９
）
年
に
は
東
京
で
（
日
本
）
最

襲
撃
を
計
画
し
た
が
、
丞
問
人
が
白
米
初
の
メ
ー
デ
ー
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
二
一

を
寄
付
し
た
た
め
、
騒
動
に
は
い
た
ら
年
に
労
資
協
調
の
友
愛
会
は
日
本
労
働
総

な
か
っ
た
。
同
霊
と
名
称
を
改
め
、
労
働
組
合
の
全
国

米
価
高
騰
に
よ
る
窮
状
は
、
大
崖
、
組
織
と
し
て
の
性
格
を
明
確
に
し
た
。
１

で
は
帝
内
馬
喰
松
屋
町
四
百
戸
二
千
９
２
２
（
大
正
皿
）
年
に
は
日
本
の
移
民

人
惨
な
り
。
大
崖
暹
隊
の
残
飯
を
買
い
組
合
部
落
龍
放
を
要
求
す
る
全
国
水
平
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１
ｊ
、

映
葛
作
臺
菱
の
運
動
９
渓
が
霊

一
大
津
支
部
は
、
７
月
ｎ
日
に
第
妬
回
支
部
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
一
一
『
わ
が
青
春
つ
き
る
と
も
ｌ
伊
藤
千
争
す
る
国
づ
く
り
」
に
走
る
い
ま
、
一

一
’
１
礎
毎
叩
泊
帽
輻
湊
創
成
郡
浪
切
痩
隔
膜
拶
罎
畷
北
獄
藏
・
Ｉ
：
一
蒋
子
の
生
涯
制
作
を
支
え
る
滋
賀
‐
０
０
隻
別
の
無
権
利
の
時
代
に
望

み
な
さ
ま
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。
こ
る
こ
と
が
な
に
よ
り
大
事
だ
と
思
い
ま
》
の
会
（
略
称
Ⅱ
映
画
「
伊
藤
千
代
反
戦
平
和
と
国
民
主
権
の
声
を
あ
げ
》

の
一
年
間
私
た
ち
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
、
窕
萱
目
相
は
、
国
民
の
安
心
・
安
一
子
」
滋
賀
の
含
第
２
回
実
行
委
員
た
無
名
の
女
性
活
動
家
。
伊
藤
千
代
》

イ
ル
ス
感
染
症
に
悩
ま
さ
れ
て
十
分
な
全
が
第
ご
と
言
い
ま
す
が
、
本
当
に
理
宗
７
月
調
日
關
か
れ
、
新
た
に
新
子
の
た
た
か
い
を
、
多
く
の
人
に
知
一

鰯
雲
騒
漂
懲
肌
蕊
誰
壷
震
剰
鷲
謹
灘
蕊
需
た
．
守
る
運
動
の
さ
ら
な
る
発
展
の
一
契
｜

ら
せ
る
こ
と
は
平
和
と
民
主
主
義
を
一

硫
譲
認
識
翠
蕊
鯏
鮴
蕊
詫
鯏
蕊
雛
一
一
一
鳶
憲
損
蕊
謹
讓
兎
煮
詠
羨
豊

圭
兎
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
一
兆

一
同
盟
県
本
部
新
婦
人
県
本
部
滋
で
も
結
成
す
る
ハ
●
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
映
一
厘

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
導
入
、
戦
争
本
日
の
総
会
で
数
多
く
の
課
題
が
提
一
賀
県
労
連
民
青
県
委
員
会
共
産
制
作
運
動
用
Ｐ
Ｒ
版
茄
分
）
」
を
》

蕊
鮮
騨
篭
州
謹
墨
蕊
飢
謹
蕊
岬
澤
一
餓
霊
雲
鈩
霊
夢
葬
霊
謹
蕊
篭
一

を
押
さ
え
つ
け
よ
う
と
し
て
い
ま
式
制
作
の
取
り
組
み
な
ど
が
提
起
さ
れ
ま
》
県
支
部
と
合
わ
せ
て
９
団
体
が
参
加
「
協
善
量
筌
・
上
映
債
権
取
得
」
運
一

私
た
ち
は
、
先
に
行
わ
れ
た
東
京
都
し
た
。

）
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
実
行
委
動
を
す
す
め
る
、
●
原
作
本
『
増
補
一

議
会
議
員
選
挙
で
共
産
党
や
野
党
共
闘
と
り
わ
け
、
ふ
た
た
び
戦
争
と
暗
黒
一
員
会
で
は
、
さ
ら
に
参
加
団
体
を
広
版
・
時
代
の
証
一
臺
看
伊
藤
千
代
一

を
前
進
さ
せ
．
ロ
ナ
対
策
で
も
「
オ
政
治
を
許
さ
な
い
た
め
に
二
頁
色
い
署
一
げ
る
と
と
も
に
、
著
名
士
に
よ
る
運
子
』
、
『
地
し
ば
り
の
花
』
を
普
及
一

リ
ン
ピ
ッ
ク
よ
り
命
を
」
の
立
場
で
名
」
を
コ
ッ
コ
ッ
集
め
る
、
大
津
支
部
》
動
参
加
を
呼
び
け
る
取
り
組
み
を
進
す
る
こ
と
な
ど
を
決
め
て
い
ま
す
。
一

五
輪
中
止
を
訴
え
て
き
ま
し
た
。
た
た
１
８
０
０
筆
の
目
標
は
高
い
よ
う
で
す
一
め
、
制
作
支
援
運
動
を
発
展
さ
せ
る
県
同
盟
で
は
、
全
同
明
蚤
云
員
に
募
一

か
え
ば
政
治
を
動
か
せ
ま
丈
が
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
一
人
ひ
と
り
の
曙
」
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
金
を
訴
え
る
チ
ラ
シ
と
募
金
袋
を
届
一

秋
に
も
行
わ
れ
る
総
選
李
で
、
市
民
働
き
か
け
で
達
成
で
き
る
と
思
う
し
、
一
映
画
「
伊
藤
千
代
子
」
滋
賀
の
会
け
て
い
ま
女
同
盟
が
伊
藤
千
代
一

と
野
党
の
共
闘
を
前
進
さ
せ
勝
利
さ
せ
そ
の
た
め
に
私
端
が
ん
ば
り
ま
支

唖
は
、
６
月
調
日
に
結
成
さ
れ
ま
し
子
映
画
化
運
動
」
の
先
頭
に
立
つ
一
罵

呼
た
。
結
成
総
会
で
は
、
政
府
が
雲
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
支

守
Ｃ
ｅ
ｐ
■
■
■
●
■
●
■
●
ザ
●
●
■
■
●
●
ｐ
●
●
●
■
■
■
●
画
■
●
●
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■
・
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ｇ
■
■
■
●
■
●
●
・
色
●
■
■
Ｕ
■
●
●
。
■
●
●
■
■
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■
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■
”
■
ザ
●
■
●
ロ
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ｃ
ｃ
■
●
■
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●
■
●
■
●
Ｄ
Ｃ
●
■
●
●
■
●
●
●
●
■
■
■
◆

ロ
ー
リ
リ
Ｉ
ｉ
０
ｂ
Ｉ
■
１
１
９
０
●
△
今
１
０
１
＄
。
ｐ
０
４
０
０
０
’
－
０
０
４
４
１
９
．
６
▲
０
６
０
，
０
ｌ
ｂ
。
↓
０
１
．
４
０
９
０
４
：
４
１
０
１
↓
Ｏ
６
６
ｆ
１
１
。
ｊ
０
ｆ
０
ｏ
０
Ｉ
０
１
Ｉ
ｌ
０
１
ｑ
１
Ｉ
Ｕ
０
Ｉ
Ｄ
Ｌ
・
△
８
１
９
０
り
Ｏ
ｊ
０
Ｂ
８
０
Ｉ
ｆ
り
ら
も
Ｏ
Ｄ
１
０
ｉ
Ⅱ
日
■
１
０
８
０
１
日
日
０
Ｄ

－

支
部
だ
よ
り

■

寺
含
牽
妥
郡

函
『
わ
が
青
春
つ
き
る
と
も
Ｉ
伊
藤
千
代
子
の
生
涯
』

社
が
そ
れ
ぞ
れ
結
成
さ
れ
た
。

社
会
主
義
運
動
も
活
発
に
な
り
γ
１

９
２
２
年
７
月
晦
日
、
日
本
共
産
党
が

創
立
さ
れ
た
。
日
本
共
産
党
は
「
君
主

制
（
天
皇
制
）
の
廃
止
」
を
重
要
な
内

容
と
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革

命
、
ロ
シ
ア
革
命
・
中
国
革
命
に
対
す

る
干
渉
反
対
、
朝
鮮
、
台
湾
捧
太
か

ら
の
軍
隊
の
完
全
撤
退
（
植
民
地
解

放
）
な
ど
を
綱
領
に
掲
げ
た
。
日
本
共

産
党
の
創
立
に
よ
っ
て
、
日
本
の
進
歩

を
め
ざ
す
闘
争
は
、
民
主
主
義
を
真
に

徹
底
す
る
新
し
い
段
階
に
入
っ
た
。

滋
賀
県
で
は
、
１
９
２
３
（
大
正

廻
）
年
か
ら
１
９
３
５
（
昭
和
、
）
年

に
か
け
て
、
部
落
解
放
を
め
ざ
し
て
地

方
水
平
社
が
甲
賀
郡
寺
庄
村
（
現
甲
賀

市
里
閑
町
）
宝
の
木
、
坂
田
郡
北
郷
里

村
（
現
長
浜
市
）
壬
旱
、
犬
上
郡
河
瀬

村
（
説
彦
根
市
）
広
野
、
犬
上
郡
豊
郷

村
く
現
豊
郷
村
）
三
シ
池
、
犬
上
郡
西

甲
良
村
（
現
甲
良
町
）
呉
竹
で
組
織
さ

れ
た
．
滋
賀
の
小
作
農
家
は
全
収
穫
量

の
鵠
％
内
外
の
高
率
小
作
料
に
苦
し
め

ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
減
額
を
求
め
て

小
作
争
議
が
発
生
し
、
そ
れ
は

１
９
２
３
尖
正
型
）
年
に
師
件
に
急

増
し
て
い
る
。
こ
の
年
の
小
作
曇
毒
慧

増
は
、
風
水
害
に
よ
る
不
作
か
ら
小
作

料
減
免
要
求
が
高
ま
っ
た
こ
と
も
あ
る

が
、
日
本
農
民
組
合
の
影
響
が
あ
亀

県
内
初
の
日
本
農
民
組
合
の
支
部

は
、
１
９
２
３
年
に
栗
太
郡
葉
山
村

（
塞
圭
黒
市
）
出
庭
で
結
成
さ
証
つ

い
で
翌
型
年
に
野
洲
郡
中
里
村
（
現
野

洲
市
中
主
町
）
比
淫
甲
賀
郡
三
雲
村

霧
南
堅
雨
市
甲
西
町
）
三
雲
で
結
成
さ

れ
迄
そ
し
て
１
９
２
５
（
大
正
姓
）

年
２
月
晦
日
、
日
本
農
民
組
合
滋
賀
県

一
畳
異
（
十
支
部
四
百
三
十
九
▲
が

結
成
さ
れ
、
組
合
長
に
は
出
庭
の
山
本

七
五
三
次
郎
が
選
ば
れ
た
。
結
成
宣
言

に
は
三
塁
ハ
日
本
農
民
組
合
二
加
盟

シ
、
全
国
的
ナ
農
民
組
合
運
動
二
参
加

ス
ル
事
二
於
テ
真
二
農
村
ノ
貧
乏
ヲ
ナ

ク
ス
ル
『
一
ト
ヲ
知
ツ
タ
・
主
星
マ
ハ
更
二

団
結
ノ
カ
ト
社
会
進
化
ノ
理
法
二
従

上
、
農
民
ノ
根
丞
的
解
放
ノ
為
二
奮
戦

セ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ナ
イ
．
．
．
」
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

－3－
－2－
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「
近
代
日
本
の
曲
が
り
角
に
緯
泌
鉾
潮
鮮
が
あ
る
」

あ
げ
た
ら
皆
殺
し
の
対
応
が
待
っ
て
い

る
と
い
う
支
配
の
構
造
で
す
℃

「
在
日
史
学
」
歴
史
家
・
姜
徳
相
さ
ん
に
学
ぶ
高
田
直
樹

１
９
１
０
年
に
朝
鐸
砿
轤
管
府
が
出
来

在
旦
世
の
歴
史
家
で
滋
賀
県
立
大
務
」
と
は
痔
の
務
め
」
で
あ
り
、
痔
姜
徳
相
さ
ん
は
、
こ
の
虐
殺
事
件
の
ま
す
が
、
そ
の
総
督
は
現
役
の
陸
海
軍

学
の
名
誉
教
授
・
姜
徳
相
さ
ん
が
今
年
務
の
歴
史
」
と
は
「
今
歴
史
家
が
や
ら
な
前
提
と
し
て
、
三
千
年
に
わ
た
る
前
大
将
が
務
め
ま
し
た
。
ど
う
し
て
か
。

６
月
哩
日
に
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
的
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
事
」
そ
し
て
関
東
大
史
、
す
な
わ
ち
甲
午
農
民
軍
と
の
戦
姜
徳
相
さ
ん
は
、
そ
れ
は
甲
午
農
民
戦

歳
で
し
た
。

震
災
の
朝
鮮
人
虐
殺
の
研
究
こ
そ
、
「
時
争
、
そ
し
て
日
露
戦
争
後
七
年
間
に
わ
争
、
義
兵
戦
争
の
経
験
か
ら
、
軍
事
的

務
の
歴
史
」
と
思
っ
て
取
り
組
ん
だ
と
た
り
日
本
の
侵
略
に
抗
し
て
朝
鮮
全
土
に
対
応
し
な
け
れ
ば
統
治
で
き
な
い
と

「
時
務
の
研
究
者
姜
徳
語
っ
て
い
ま
す
。

で
闘
わ
れ
た
義
兵
戦
彙
さ
ら
に
三
．
い
う
認
識
に
到
達
し
て
い
た
か
ら
だ
と

相
Ｉ
在
日
と
し
て
日
本
の
一
独
立
運
動
と
こ
れ
に
続
く
満
州
（
間
言
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
憲
兵
政
治
で

植
民
地
史
を
考
え
る
」

関
東
大
震
災
で
の
朝
鮮
人
島
事
件
）
、
シ
ベ
リ
ア
で
の
独
立
運
動
丈
軍
隊
が
何
万
人
も
の
義
兵
を
詩

虐
殺
は
、
偶
然
起
こ
っ
た
の
を
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
い
ま
伐
」
し
て
植
民
地
政
権
を
つ
く
っ
た
。

姜
徳
相
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
る
直
前
で
は
な
い

す
。
こ
の
な
か
で
日
本
の
朝
鮮
に
対
す
二
千
万
朝
鮮
人
の
怨
瑳
の
眼
に
囲
ま
れ

に
出
版
さ
れ
た
「
時
務
の
研
究
者
姜
る
「
敵
視
」
の
思
想
形
成
が
さ
れ
た
の
て
い
た
か
ら
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
の
よ
う
に
武

徳
相
」
（
２
０
２
１
年
４
月
一
三
書
関
東
大
震
災
研
究
で
姜
徳
相
さ
ん
が
明
で
支

装
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
権

房
）
を
ち
ょ
う
ど
読
み
終
え
た
頃
に
、
ら
か
に
し
た
の
は
、
朝
鮮
人
虐
殺
は
パ

美
徳
相
さ
ん
の
計
報
に
接
し
霞
し
た
。
ラ
ク
菫
の
一
過
性
の
出
来
事
で
“
戦
争
状
態
が
伏
流
化
し
た
日
本
騨
篭
篭
鳩
糯
罐

こ
の
本
は
、
美
徳
相
さ
ん
が
市
民
に
呼
な
く
、
帝
国
日
本
の
朝
鮮
侵
略
の
連
鎖
の
の
朝
鮮
支
配

憲
兵
に
は
検
事
と
判
事
の
両
方
の
特
別

び
か
け
て
行
っ
て
こ
ら
れ
た
「
近
現
代
な
か
で
起
こ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

韓
日
勉
強
会
」
の
メ
ン
バ
ー
が
闘
病
中
内
務
大
臣
水
野
錬
太
郎
が
「
敵
は
朝
鮮
姜
徳
相
さ
ん
は
、
日
本
の
朝
鮮
支
配
権
限
を
与
え
て
い
ま
し
た
。
す
な
わ

の
姜
先
生
か
ら
間
書
き
を
し
た
オ
ー
ラ
人
」
と
言
い
、
戒
厳
令
が
出
さ
れ
る
。
軍
の
特
徴
と
し
て
、
「
朝
鮮
を
敵
視
す
る
ち
、
三
一
か
月
以
下
の
懲
役
罰
金
百
円

ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
で
す
。
こ
こ
に
は
日
本
隊
が
朝
鮮
人
殺
し
を
や
り
、
警
官
は
朝
鮮
戦
争
状
態
が
伏
流
化
し
て
い
る
」
と
指
以
下
の
犯
罪
に
対
し
て
は
、
犯
罪
即
決

の
植
民
地
主
義
、
歴
史
否
定
の
攻
撃
に
人
暴
動
を
宣
伝
す
る
。
そ
れ
を
見
た
民
衆
摘
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
朝
鮮
人
が
日
本
令
に
よ
り
、
容
疑
者
を
そ
の
場
で
処
刑

抗
い
闘
っ
た
歴
史
家
の
生
涯
が
凝
縮
さ
は
自
警
団
を
組
織
し
、
朝
鮮
人
狩
り
を
行
の
統
治
に
従
っ
て
い
れ
ば
仮
の
平
和
は
で
き
る
と
い
う
信
じ
ら
れ
な
い
権
限
を

れ
て
い
ま
す
。
美
穂
箱
ぎ
ん
は
、
痔
い
、
朝
鮮
人
と
確
認
す
れ
ば
殺
し
て
い
あ
る
。
し
か
し
い
っ
た
ん
自
分
の
声
を
与
え
憲
兵
政
治
を
行
っ
た
の
で
丈

、
な
ぜ
こ
ん
な
事
態
が
生
じ
た
の
か
。

朝
鮮
そ
の
鋳
駿
心
支
配
存
際
い

て
日
本
の
近
代
史
は
成
り
立
た

な
い

姜
徳
相
さ
ん
は
、
一
橋
大
学
を
定
年

退
官
後
に
１
９
９
５
年
か
ら
７
年
間

滋
賀
県
立
大
学
で
教
鞭
を
と
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
時
に
出
さ
れ
た
本
が
「
朝

鮮
人
学
徒
出
陣
ｌ
も
う
一
つ
の
わ
だ
つ

み
の
こ
え
」
（
１
９
９
７
年
岩
波
書

店
）
で
す
。
こ
の
本
の
出
版
の
動
機
を

こ
う
記
さ
れ
て
い
ま
す
心

「
わ
だ
つ
み
を
語
り
継
い
で
半
世

紀
こ
の
国
に
は
膨
大
な
関
連
文
献
が

出
版
集
積
さ
れ
た
が
、
こ
の
植
民
地

出
身
の
級
友
戦
友
の
存
在
に
触
れ
た

も
の
は
ご
く
わ
ず
か
な
の
が
現
実
で
あ

る
。
私
は
、
こ
の
欠
落
に
ど
う
い
う
意

味
が
あ
る
の
か
と
つ
れ
づ
ね
思
っ
て
い

た
」
そ
し
て
学
徒
出
陣
卵
年
の
節
目
の

時
も
「
植
民
地
学
徒
兵
に
言
及
し
た

も
の
は
、
た
だ
の
一
つ
も
な
か
っ
た
。

統
計
か
ら
み
る
と
、
万
人
の
学
徒
兵
の

中
で
植
民
地
出
身
者
は
５
千
人
を
は
る

か
に
超
え
る
。
訓
人
に
１
人
以
上
い
る

こ
と
に
な
る
。
・
・
・
こ
の
見
事
な
忘
却
は

ど
う
し
た
こ
と
か
」
「
私
は
こ
れ
こ
そ

ｌ

Ｉ

Ｍ

Ｈ

Ⅱ

１

１

１

１

Ⅱ

１

姜

徳

相

さ

ん

が

朝

鮮

史

研

究

を

や

る

よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
当
時
日

本
共
産
党
の
統
制
委
員
会
メ
ン
バ
ー
で

朝
鮮
史
研
究
家
で
も
あ
っ
た
山
辺
健
太

郎
と
の
出
会
い
だ
っ
た
、
と
い
い
ま

丈
山
辺
氏
か
ら
「
日
本
の
近
代
は
朝
鮮

の
植
民
地
支
配
抜
き
に
は
考
え
ら
れ
な

い
。
朝
鮮
は
日
本
の
ゆ
が
み
を
正
す
鏡

日
本
の
『
植
民
地
欠
落
史
観
』
を
象
徴

す
る
も
の
と
思
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は

戦
後
日
本
と
ア
ジ
ア
諸
国
、
と
り
わ
け

隣
国
朝
鮮
（
南
北
）
民
衆
と
の
歴
史
認

識
の
齪
嬬
、
わ
だ
か
ま
り
の
根
源
で
あ

る
と
思
っ
た
。
い
ま
、
埋
も
れ
た
史
実

を
提
示
す
る
。
共
に
過
去
を
直
視
し
て

考
え
た
い
」
と
．
美
徳
相
さ
ん
は
、
朝

鮮
、
そ
の
統
治
支
配
を
除
い
て
日
本
の

近
代
史
は
成
り
立
た
な
い
、
近
代
日
本

の
曲
が
り
角
に
は
必
ず
朝
鮮
が
あ
る
、

と
指
摘
し
て
い
ま
丈

日
本
の
近
代
史
研
究
に
は
朝
鮮

が
「
不
在
」
蚕
の
Ｑ

「
在
日
中
學
」
存
墨
曝
零

だ
」
と
言
わ
れ
、
そ
の
言
葉
に
対
す
る

共
感
が
勇
気
を
も
っ
て
朝
鮮
史
を
学
ぼ

う
と
い
う
方
向
に
導
い
た
、
と
語
っ
て

い
ま
す
。
（
【
在
日
一
世
の
記
憶
」
集

英
社
新
書
）
日
本
で
も
、
韓
国
で
も

植
民
地
支
配
の
研
究
は
ほ
と
ん
ど
や
ら

れ
て
い
な
い
、
韓
国
で
や
ろ
う
と
す
れ

ば
デ
力
」
と
言
わ
れ
た
軍
事
政
権
時

代
○
日
本
で
は
「
日
本
人
が
耳
を
ふ
さ

ぎ
『
目
を
瞑
っ
て
そ
っ
と
さ
わ
ら
ず
に

お
い
て
お
い
た
も
の
を
さ
ら
け
出
し
日

本
の
国
に
は
こ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
た

と
提
起
し
た
の
が
在
日
の
研
究
者
」
だ

と
言
い
ま
す
。
日
本
の
近
代
史
に
は
朝

鮮
が
「
不
在
」
で
あ
り
、
韓
国
の
歴
史

学
に
は
日
本
の
資
料
分
析
が
弱
い
と
い

う
両
者
の
盲
点
を
問
う
形
で
新
た
な
道

を
開
い
た
の
が
「
在
日
史
学
」
で
す
。

姜
徳
相
さ
ん
は
、
朴
慶
植
氏
、
姜
在
彦

氏
ら
と
共
に
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
「
在

日
史
学
」
を
構
築
し
た
の
で
す
。

美
徳
相
さ
ん
は
、
国
立
、
渋
谷
、
立

市
民
の
歴
史
教
育
、
運
動
に
果

た
さ
れ
た
役
割

川
、
田
無
、
足
立
な
ど
各
地
の
連
続

市
民
講
座
の
講
師
や
、
文
化
セ
ン

タ
ー
・
ア
リ
ラ
ン
、
在
日
韓
人
歴
史

資
料
館
の
設
立
に
も
関
わ
り
、
館
長

も
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

美
徳
相
さ
ん
の
一
橋
大
学
時
代
の

教
え
子
で
あ
る
河
か
お
る
さ
ん
は
、

本
紙
連
載
の
「
滋
賀
と
朝
鮮
」
第
１

回
に
こ
う
書
い
て
お
ら
れ
ま
す
。

「
：
私
が
学
生
生
活
を
狸
習
」
し
た
１

９
９
０
年
代
前
半
と
い
う
の
は
、
今

思
え
ば
日
本
の
植
民
地
支
配
責
任

戦
後
責
任
を
問
う
動
き
が
非
常
に
活

発
化
し
た
時
期
で
し
た
。
姜
徳
相
先

生
は
、
降
り
た
こ
と
の
な
い
駅
は
無

い
と
い
う
ぐ
ら
い
、
あ
ち
こ
ち
か
ら

集
会
に
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
」
姜

徳
相
さ
ん
は
市
民
の
運
動
に
対
す
る

こ
の
姿
勢
を
生
涯
貫
か
れ
た
の
で

す
℃

－4－
－5－
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ー

１
１
１

翌
２
０
１
７
年
７
月
２
日
東
京
都

議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
結
果

は
、
共
四
人
自
記
人
公
詔
人
都

フ
ァ
蝿
人
民
進
５
人
ネ
ー
人
維

１
人
無
６
人
計
１
２
７
人
と
、
共
産

党
は
四
議
席
と
躍
進
し
た
。
自
民
党
は

歴
史
的
大
敗
北
（
弱
人
↑
謁
人
）
と

な
っ
た
。
小
池
旋
風
の
中
、
都
民

フ
ァ
ー
ス
ト
は
大
量
当
選
し
た
。

滋
賀
で
は
、
９
月
聖
日
、
３
８
０

人
が
ピ
ア
ザ
淡
海
ホ
ー
ル
に
集
ま
っ

て
、
「
市
民
と
政
治
を
つ
な
ぐ
＠
大

津
・
高
島
の
会
」
が
結
成
さ
れ
た
。

情
勢
は
め
ま
ぐ
る
し
く
動
い
て
い

く
。
９
月
弱
日
小
池
百
合
子
は
「
希
望

の
堂
を
結
成
し
、
９
月
詔
日
罠
進

が
行
わ
れ
、
ｕ
選
挙
区
で
「
野
党
統
一

候
補
」
が
勝
利
し
た
雲
皐
舞
岩
手
、

宮
城
、
山
形
、
信
嘗
崎
山
梨
新
潟
、

長
野
、
三
重
大
分
、
沖
鎧
趨
・
加
日

後
の
７
月
釦
日
、
東
京
都
知
事
選
挙
で

小
池
百
合
子
が
当
選
し
た
。

２
０
１
２
年
廻
月
鵡
日
の
総
選
挙

で
、
ま
た
し
て
も
政
権
交
代
が
起
こ

り
、
安
倍
目
公
政
権
が
誕
生
し
た
。
こ

の
総
選
挙
で
は
日
本
維
新
の
会
も
、
前

石
原
東
京
都
知
事
を
擁
し
て
、
大
阪
の

地
域
政
党
か
ら
全
国
政
党
に
脱
皮
し
よ

う
と
し
て
い
た
。

１
２
０
１
３
年
６
月
朗
日

圭
丞
塁
郁
謹
斑
窮
謹
函
暑
豊
美
①

２
０
１
３
年
６
月
詔
日
、
参
議
院
選

挙
の
前
哨
戦
と
も
な
る
東
京
都
議
会
議

員
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
は
衝

撃
を
与
え
た
。
日
本
共
産
党
が
８
人
か

ら
Ⅳ
人
に
倍
増
し
た
の
で
あ
る
。
全
国

に
衝
撃
が
走
っ
た
。
「
共
産
党
は
正
し

い
こ
と
を
言
っ
て
い
る
が
の
び
な
い
」

「
巨
大
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
国
民
を
左
右

す
る
ん
だ
」
と
い
う
「
二
つ
の
呪
縛
」

が
音
を
た
て
孟
朋
れ
た
。

「
週
刊
ポ
ス
ト
」
は
７
月
辺
日
号
で

東
京
都
議
選
の
結
果
に
つ
い
て

〈
ど
う
す
る
「
参
院
選
」
〉
「
共
産
党

１

２
２
０
１
７
年
７
月
２
日

《

墓
晁
却
鑑
寧
蓋
謹
員
撰
蕊
②

首
都
・
東
哀
型
雲
云
議
員
選
挙
の
た
た
か
い
と
結
果
は

回
窒
息
味
・
示
唆
す
る
の
か

大
津
支
部
支
部
長
松
尾
隆
司

党
」
は
「
希
望
の
党
」
に
飲
み
込
ま
れ

た
。
幻
月
２
日
、
枝
野
幸
男
ら
は
立
憲
民

主
党
を
立
ち
上
げ
た
。
共
産
党
は
総
選
挙

直
前
に
、
民
進
党
が
希
望
の
党
に
合
流
す

る
と
い
う
重
大
な
逆
流
が
生
ま
れ
た
も
と

で
も
、
市
民
と
野
党
の
共
闘
を
揺
る
が
ず

断
固
と
し
て
追
求
し
た
。
共
闘
勢
力
の
一
・

本
化
の
た
め
全
国
師
の
小
選
挙
区
で
予
定

候
補
者
を
降
ろ
す
決
断
を
行
い
、
多
く
の

と
こ
ろ
で
自
主
的
支
援
を
行
っ
て
い
っ

た
。
そ
ん
な
中
で
、
、
月
翠
日
の
総
選
挙

に
突
入
し
て
い
っ
た
。

総
選
挙
で
の
、
東
京
の
溺
小
選
挙
区
の

結
果
は
、
以
下
の
よ
う
に
な
っ
た
。
自
民

党
四
、
立
憲
民
主
党
４
（
１
区
海
江
田
万

里
６
区
落
合
貴
之
７
区
長
妻
昭
焔

区
菅
直
人
）
希
望
の
党
１
（
虹
区
長
島

昭
久
）
公
明
党
１
（
狸
区
太
田
昭

宏
）
・共

産
党
は
あ
小
選
挙
区
中
、
野
党
共
闘

に
も
配
慮
し
て
溺
全
選
挙
区
の
う
ち
、
１

区
、
６
区
、
７
区
、
咽
区
を
含
む
８
小
選

挙
区
に
は
候
補
者
を
擁
立
は
せ
ず
、
市
民

と
野
党
の
共
闘
を
追
求
し
た
。
東
京
で
も

市
民
と
野
党
の
共
闘
の
力
が
発
揮
さ
れ
た

こ
と
は
、
結
果
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
っ

続
い
て
、
２
０
１
３
年
７
月
虹
日
、
参

議
院
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
お
も
な
党
の
結

果
は
以
下
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
与
党
は
、

自
民
党
鯛
人
（
改
選
型
）
公
明
党
ｎ
人

（
改
選
、
）
を
獲
得
し
、
非
改
選
を
あ
わ

に
１
墓
は
政
治
的
劇
薬
か
悪
魔
の
選
択

か
！
？
と
い
う
大
き
な
見
出
し
で
、
そ

の
衝
撃
を
紹
介
し
た
。

Ｉ
昔
易
副
東
京
で
異
変
が
起
こ
っ

た
。
日
本
共
産
党
が
、
Ⅳ
も
の
議
席

を
獲
得
し
、
民
主
党
や
日
本
維
新
の
↑

会
を
押
さ
え
「
野
党
第
一
党
」
の
座

に
立
っ
た
の
だ
。
国
民
に
と
っ
て
、

「
共
産
党
」
と
い
う
党
名
そ
の
主
義
・

主
張
に
対
す
る
ア
レ
ル
ギ
ー
は
強

い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
有
権

者
が
“
劇
薬
”
を
手
に
し
た
の
は
、

そ
れ
が
国
民
に
負
担
を
強
い
る
安

倍
・
自
民
党
独
裁
政
治
に
対
す
る
究

極
に
し
て
唯
一
の
「
Ｎ
Ｏ
」
の
意
思

表
示
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
Ｉ

１
１

せ
て
与
党
で
１
３
５
人
と
な
り
、
２

４
２
の
過
半
数
を
超
え
た
。
民
主
党

は
Ⅳ
人
（
改
選
響
と
惨
敗
○
第
３

極
の
、
み
ん
な
の
党
、
日
本
維
新
の

会
も
伸
び
悩
ん
だ
。
そ
の
な
か
で
、

共
産
党
は
８
人
（
改
選
３
）
と
躍
進

し
た
。
と
り
わ
け
選
挙
区
選
挙
で
、

塞
泉
・
吉
良
佳
子
、
大
阪
・
辰
巳
孝

太
郎
、
京
都
・
倉
林
明
子
の
当
選

は
、
大
去
涯
衝
撃
を
与
え
た
。

『
週
刊
誌
ア
エ
ラ
』
（
８
．
５
）

は
、
ｌ
共
産
党
『
新
人
類
』
の
秘
密

ｌ
い
う
見
出
し
で

ｌ
自
民
圧
勝
の
参
院
選
で
、
唯
一

躍
進
し
た
共
産
空
理
目
立
っ
た
の
は

ら
し
く
な
い
候
補
者
た
ち
だ
っ
た
。

党
が
変
わ
っ
た
の
か
、
社
会
が
変

わ
っ
た
の
か
。
も
は
や
安
倍
自
民
の

対
抗
軸
は
共
産
党
だ
け
？
！

と
報
じ
た
。
東
京
選
挙
区
で
３
位
当

選
し
た
吉
良
佳
子
は
被
選
挙
権
ぎ
り

ぎ
り
の
釦
歳
と
い
う
若
さ
だ
っ
た
。

そ
の
こ
と
を
『
週
刊
誌
ア
エ
ラ
』

は
、
新
人
類
と
表
現
し
た
の
で
あ

る
。

２
０
１
４
年
廻
月
哩
日
、
総
選
挙

２
０
２
１
年
７
月
４
日
東
京
都
議

会
議
員
選
挙
が
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
」
の
感
染
が
拡
が
る
中
、
そ
の
対
応

や
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
を
め
ぐ
っ
て
、
論
戦
が
激
し

く
交
わ
さ
れ
て
い
っ
た
。
結
果
は
、
共

四
人
自
認
人
公
認
人
都
フ
ァ
鉦

人
立
巧
人
ネ
ー
人
維
１
人
無

４
人
計
１
２
７
人
と
な
っ
た
。
共
産

党
、
立
憲
民
主
党
が
勝
利
し
た
の
で
あ

る
。
当
選
者
の
数
以
上
に
、
そ
の
闘
い

方
、
連
携
の
中
身
は
、
都
議
選
で
は
か

っ
て
な
か
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
市
民

と
野
党
の
共
闘
が
粘
り
強
く
、
画
期
的

に
す
す
め
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ゑ

文
京
区
、
豊
島
区
、
北
区
、
日
野

た
。

２
０
１
９
年
７
月
虹
日
参
議
院
選
挙

が
行
わ
れ
、
、
選
挙
区
で
「
市
民
と
野

党
の
統
一
候
補
」
が
勝
利
し
た
（
岩

手
、
宮
城
、
秋
田
、
山
形
、
新
潟
、
長

野
滋
賀
愛
媛
、
大
分
、
沖
縄
）
。

３
２
０
２
１
年
７
月
４
日

墓
驫
副
婆
云
謹
畠
鑿
③

が
行
わ
れ
た
。
東
京
都
の
躯
小
選
挙
区

の
結
果
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
た
。
自

民
党
理
民
主
党
１
（
７
区
長
妻
昭
）

公
明
党
１
（
週
区
太
田
昭
宏
）
維

新
１
（
鴫
区
柿
沢
未
途
）
・

共
産
党
は
妬
選
挙
区
す
べ
て
に
候
補

者
を
擁
立
し
た
。
民
主
党
と
共
産
党
が

候
補
者
を
擁
立
し
た
と
こ
ろ
の
票
を
単

純
計
算
で
あ
わ
す
と
、
１
区
、
３
区
、

狸
区
、
蝿
区
、
四
区
、
劃
区
、
塑
区
、

の
７
選
挙
区
で
自
民
党
の
当
選
者
を
上

回
っ
て
い
た
。
ま
た
２
区
、
４
区
、
５

区
、
８
区
、
９
区
、
加
区
、
羽
区
、
型

区
の
８
選
挙
区
で
は
、
自
民
党
の
当
選

者
と
ほ
ぼ
互
角
元
あ
っ
た
。
自
民
党
の

魂
の
当
選
は
、
そ
う
い
う
意
味
で
も
小

選
挙
区
制
度
の
成
せ
る
結
果
で
あ
っ

た
。

２
０
１
５
年
９
月
四
日
、
安
倍
政
権

は
、
『
安
保
法
制
』
を
強
行
し
た
。
間

髪
い
れ
ず
そ
の
日
、
共
産
党
は
「
野
党

は
共
闘
」
と
い
う
市
民
の
大
き
な
声
に

応
え
て
、
「
市
民
と
野
党
の
連
合
政

権
」
に
む
け
て
舵
を
切
っ
た
。

２
０
１
６
年
７
月
、
日
参
議
院
選
挙

南
北
多
摩
４
区
の
５
選
挙
区
で
、

日
本
共
産
党
の
候
補
者
を
、
立
憲
民

主
党
や
無
党
派
の
幅
広
い
人
た
ち
が

支
援
し
、
す
べ
て
勝
利
し
た
。
そ
の

な
か
で
、
文
京
区
（
２
１
３
）
福
手

裕
子
３
０
８
１
５
票
（
弱
・
“

％
）
、
北
多
摩
４
区
（
２
１
３
）
原

紀
子
２
１
９
３
９
票
（
型
．
副
％
）

は
、
ト
ッ
プ
当
選
を
し
た
。
（
定
数

ｌ
立
候
補
者
数
）
（
％
得
票
率
）

渋
谷
区
、
中
野
区
、
立
川
市
、
武

蔵
野
市
、
小
金
井
市
、
小
平
市
、
北

多
摩
２
区
の
７
選
挙
区
で
、
立
憲
民

主
党
の
候
補
者
を
、
共
産
党
や
無
党

派
の
幅
広
い
人
た
ち
が
支
援
し
、
す

べ
て
勝
利
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
渋

谷
区
（
２
１
５
）
中
田
喬
士
２
２
２

０
４
票
（
狐
袈
ｎ
％
）
、
中
野
区

（
３
１
５
）
西
沢
圭
太
３
５
７
４
９

票
弱
．
”
％
）
、
立
川
市
（
２
１

３
）
酒
井
大
史
２
０
６
３
３
票
（

訂
．
鯛
％
）
、
武
蔵
野
市
（
１
１

４
）
五
十
嵐
衣
里
２
６
８
７
票
（

“
・
的
％
）
三
鷹
市
（
２
１
３
）

中
村
洋
２
８
ｒ
ｌ
２
票
（
鰹
・
錨

逃
は
、
ト
ッ
プ
当
選
を
し
迄

（
ｐ
８
へ
続
く
）
一 一一一一一
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一
学
期
を
何
と
か
乗
り
切
り
ま
し
た
が

猛
暑
も
あ
っ
て
だ
い
ぶ
パ
テ
気
味
で
す

…
。
前
回
に
続
き
、
『
新
大
津
市
史
』
を

頼
り
に
一
九
五
○
年
十
二
月
の
「
大
津
事

件
」
に
つ
い
て
書
き
ま
主

大
津
事
件
を
前
後
し
て
、
十
一
月
に
は

名
古
屋
神
戸
、
十
二
月
に
は
京
都
な
ど

で
「
朝
鮮
人
騒
擾
事
件
」
と
さ
れ
る
「
事

件
」
が
起
き
た
た
め
、
十
二
月
中
旬
に
衆

議
院
法
務
委
員
畳
云
と
参
議
院
地
方
行
政
委

員
会
が
、
名
古
屋
、
大
津
、
京
都
、
神
戸

に
国
会
議
員
の
調
査
団
を
派
遣
し
ま
し

た
。

衆
議
院
法
務
委
員
会
の
調
査
結
果
は
、

「
国
政
調
査
報
告
書
一
神
戸
そ
の
他
の
地

に
お
け
る
騒
じ
ょ
う
事
件
実
情
調
査
報
告

書
」
と
し
て
一
九
五
一
年
二
月
十
六
日
に

法
務
委
員
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
（
金
慶

海
・
堀
内
稔
編
著
『
在
日
朝
鮮
人
・
生
活

擁
護
の
闘
い
Ｉ
神
戸
・
一
九
五
○
年

「
ｕ
・
訂
」
闘
争
』
神
一
厘
産
一
・
青
年
セ

ン
タ
ー
出
版
部
、
一
九
九
一
年
、
所

収
）
・
こ
の
報
告
書
で
は
、
一
庵
「
取

（
ｐ
８
よ
り
）
２
０
１
３
年
に
は

全
選
挙
区
で
議
席
を
得
て
い
た
自
民
・

党
は
、
“
の
選
挙
区
の
う
ち
、
巧
の

選
挙
区
で
空
白
と
な
っ
だ
。
４
人
区

の
品
川
区
で
も
議
席
を
失
っ
た
。
自

民
粥
人
、
公
明
認
人
、
合
わ
せ
て
も

目
標
の
過
半
数
に
も
届
か
な
か
つ

だ
自
公
与
党
は
敗
北
し
た
。

都
議
会
議
員
選
挙
の
結
果
は
、

２
ヵ
月
後
に
迫
っ
た
総
選
挙
に
お
い

て
帝
民
と
野
党
の
共
闘
に
よ
る
政

権
交
代
」
が
可
能
な
こ
と
を
、
示
唆

し
て
い
尭
伶

首
都
・
東
京
の
都
議
会
議
員
選
挙

は
、
そ
の
時
ど
き
の
政
治
動
向
を
反

映
し
、
そ
の
結
果
は
、
そ
の
後
の
政

治
動
向
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

く
滋
賀
と
朝
鮮

65

大
津
事
件
②河

か
お
る

調
官
庁
」
側
の
言
い
分
と
、
「
被
疑

者
」
で
あ
る
朝
鮮
人
側
の
言
い
分
を
併

記
し
た
後
事
件
の
径
格
」
を
次
の

よ
う
に
規
定
し
て
い
ま
す
。

天
津
騒
乱
事
件
の
性
格
は
鮮
人
被

疑
者
の
釈
放
等
を
表
面
の
口
実
と
し
て

い
る
け
れ
ど
も
、
実
は
共
産
党
滋
賀
地

区
細
胞
非
合
法
■
の
地
方
的
権
力
闘
争

で
あ
る
。
権
力
闘
争
で
あ
る
が
、
一
挙

に
暴
力
革
命
の
過
程
に
持
ち
込
む
こ
と

な
く
、
鮮
人
の
民
族
感
情
に
乗
じ
て
釈

放
運
動
を
重
局
潮
に
盛
り
上
げ
た
と
こ

ろ
に
く
ふ
う
が
あ
る
」

参
議
院
地
方
行
政
垂
蓄
畏
云
の
調
査
結

果
は
、
一
九
五
一
年
二
月
一
日
の
第
十

回
国
会
参
議
院
地
方
行
政
委
員
今
至
云
議

録
第
六
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
名
古
屋
事
件
」
、
「
大
津
事
件
」
、

「
京
都
（
円
山
）
事
件
」
、
「
神
戸
騒

擾
事
件
」
の
順
に
概
要
を
述
べ
た
後
、

「
所
見
」
と
し
て
、
次
の
四
つ
の
特
徴

が
共
通
的
に
み
ら
れ
る
と
し
て
い
ま

す
。

小
学
校
高
学
年
の
あ
る
日
お
金
持
ち

の
子
が
真
新
し
い
グ
ロ
ー
ブ
を
見
せ
び

ら
か
し
た
。
そ
の
休
憩
時
間
の
後
、

「
休
み
時
間
に
グ
ロ
ー
ブ
が
な
く
な
っ

た
」
と
言
兎
な
ぜ
か
校
庭
を
全
員
で

探
す
こ
と
に
な
っ
た
。
大
銀
杏
の
高
い

枝
に
引
っ
か
か
っ
て
い
る
の
が
見
つ

か
っ
た
。
担
任
は
、
「
叱
ら
な
い
か
ら

（
犯
人
は
）
申
し
出
な
さ
い
」
と
待
っ

た
が
、
誰
も
言
い
出
さ
な
か
っ
た
。
担

任
は
黒
板
に
「
天
知
る
、
地
知
る
、
己

知
る
」
と
書
い
た
。
何
の
悪
い
こ
と
を

し
て
い
な
い
自
分
も
、
こ
の
言
葉
に
背

筋
が
伸
び
る
思
い
が
し
た
の
を
覚
え
て

い
る
。こ

の
こ
と
か
ら
加
年
近
く
経
ち
、
如

歳
代
に
ク
ラ
ス
会
が
あ
っ
た
。
グ
ロ
ー

ブ
を
学
校
に
持
っ
て
き
た
子
は
連
絡
が

取
れ
な
か
っ
た
。
「
男
の
子
Ｏ
」
は
、

「
サ
ラ
金
取
り
立
て
」
で
郊
外
に
３
億

円
の
豪
邸
を
建
て
た
と
隣
席
で
聞
い
て

い
た
子
が
説
明
し
た
。
２
年
後
の
ク
ラ

ス
会
に
は
、
サ
ラ
金
取
り
立
て
の

治
安
維
持
法
に
抗
し
た
父
と
母
そ
し
て
私
４
爲
蒸
ｇ

Ｍ
子

（
一
）
多
分
に
計
画
的
で
あ
る
こ
と
．

（
二
）
暴
力
的
、
戦
闘
的
で
あ
る
こ
と
。

（
三
）
い
わ
ゆ
る
地
域
権
力
闘
争
の
展
開

と
見
ら
れ
る
こ
皇

（
四
）
旧
朝
連
系
朝
鮮
人
と
共
産
主
義
勢

力
と
が
撞
濯
設
口
作
し
て
事
件
の
主

導
力
を
握
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る

こ
と
。

（
一
）
に
つ
い
て
は
、
大
窪
事
件
当
日
は

競
輪
が
催
き
れ
る
予
定
で
（
雨
天
の
た
め

中
止
）
警
備
の
勢
力
が
競
輪
に
割
か
れ
る

日
を
ね
ら
っ
た
と
し
て
い
ま
す
℃
（
三
）

に
つ
い
て
は
、
［
各
種
各
様
の
問
題
を
と

ら
え
て
臆
窪
唄
要
求
、
抗
議
等
を
名
と
し

て
デ
モ
行
為
か
ら
集
団
暴
行
、
騒
擾
事
件

ま
で
惹
起
し
て
い
る
」
例
と
し
て
、
大
津

事
件
当
時
検
察
庁
内
に
撒
か
れ
た
朝
鮮
語

ビ
ラ
の
内
容
が
翻
訳
し
て
邉
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
少
し
長
く
な
り
ま
す
が
引
用
し
ま

す
．

「
男
の
子
Ｏ
」
は
来
な
か
っ
た
。
東
南

ア
ジ
ア
の
何
処
か
へ
の
旅
行
に
連
れ
出

さ
れ
、
骨
に
な
っ
て
帰
さ
れ
た
と
い

う
。
話
し
て
く
れ
た
小
学
校
時
代
大
人

し
い
男
の
子
だ
っ
た
子
は
、
「
自
分
の

小
学
校
時
代
は
、
ず
っ
と
最
低
や
っ

た
。
高
校
生
に
な
っ
て
や
っ
と
自
分
に

な
れ
た
」
と
話
し
た
。

社
会
の
底
辺
、
貧
困
、
暴
力
・
犯
罪

等
を
小
学
校
の
頃
か
ら
そ
の
断
片
を
見

て
い
た
父
は
、
「
日
本
が
軍
隊
・
武
器

の
力
で
朝
鮮
を
植
民
地
（
１
９
１
０

年
）
に
し
た
。
あ
の
人
た
ち
は
自
分
の

意
思
で
な
く
日
本
に
連
れ
て
こ
ら
れ
、

戦
争
が
終
わ
っ
た
今
も
帰
れ
な
い
で
い

る
。
こ
れ
は
日
本
が
間
違
っ
て
い
る
。

自
分
た
ち
や
町
内
の
貧
し
い
暮
ら
し
を

し
て
い
る
人
も
皆
が
楽
し
く
暮
ら
せ
る

良
い
社
会
に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
」

と
話
し
た
。

卒
業
式
当
日
講
堂
に
入
る
と
少
し
ざ

わ
め
き
を
感
じ
た
。
私
の
横
の
列
は
ク

ラ
ス
男
子
の
席
で
あ
る
が
、
全
員
着
席

吾
等
は
次
の
事
を
要
求
す
る

一
、
夫
の
賃
金
で
は
食
っ
て
い
け
な
い
、

一
、
寒
さ
を
し
の
げ
る
内
職
を
ョ
『
一
セ
、

一
、
貧
困
な
同
胞
に
正
月
を
越
せ
る
物

品
を
無
料
で
出
せ
、

一
、
米
代
を
上
げ
る
の
は
反
対
だ
、

し
て
い
な
い
。
何
処
か
に
隠
れ
て
様

子
を
う
か
が
っ
．
て
い
る
の
か
と
思
っ

て
い
た
が
、
開
式
の
予
告
が
さ
れ
て

も
戻
る
気
配
は
な
く
、
式
は
始
ま

り
、
と
う
と
う
担
任
が
受
け
持
ち
生

徒
の
名
前
を
読
み
上
げ
る
時
と
な
っ

た
が
、
男
子
た
ち
は
戻
ら
な
か
っ

た
。
担
任
は
泣
き
な
が
ら
名
前
を
読

み
上
げ
た
。
式
が
終
わ
っ
て
全
員
が

講
堂
か
ら
出
た
。
そ
の
後
の
こ
と

は
、
風
の
便
り
で
式
が
終
わ
っ
て

帰
っ
た
男
子
は
、
卒
業
さ
せ
ら
れ
な

い
ぞ
と
叱
ら
れ
た
け
ど
「
卒
業
証

書
は
渡
さ
れ
た
と
聞
い
た
。

妬
年
を
経
て
、
そ
の
中
の
一
人
Ｋ

に
奉
業
式
の
こ
と
、
何
が
あ
っ
た

の
？
」
と
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

「
男
子
の
間
で
卒
業
式
の
数
日
前
か

ら
『
不
満
を
持
っ
た
ま
ま
で
卒
業
し

た
く
な
い
』
と
い
う
話
に
な
っ
た
。

素
直
に
『
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
』
と
言
え
な
い
と
い
う
気
持
ち
が

大
き
く
な
っ
て
い
た
。
当
日
集
ま
っ

た
ら
い
つ
も
の
よ
う
に
『
山
へ
行
こ

う
』
と
歩
き
出
し
た
。
線
路
を
越
え

た
と
こ
ろ
で
、
（
ｐ
、
へ
続
く
）

一
、
失
業
者
に
、
家
賃
電
燈
、

水
茎
項
米
代
を
無
シ
ョ
ウ
で

セ
ヨ
、
・

一
、
生
活
保
護
法
適
用
セ
ョ
、

一
、
朝
鮮
児
童
に
教
育
補
助
金
を

出
セ
、

一
、
先
生
に
越
冬
資
金
三
ヶ
月
分

を
出
セ
、

一
、
昼
食
の
か
け
を
認
め
よ
、

一
、
炭
モ
ー
ブ
等
の
越
冬
物
資
を

出
セ
、

一
、
ニ
ン
ニ
ク
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
、

コ
マ
、
シ
オ
カ
ラ
、
ハ
ク
サ

イ
を
出
セ
、

一
、
商
工
業
者
に
無
タ
ン
保
、
無

利
子
の
資
金
を
カ
セ
、

一
、
ピ
ン
困
者
よ
り
一
切
の
税
金

を
取
る
な
、

一
、
職
安
労
働
者
に
食
え
る
賃
金

一
日
三
百
円
を
出
し
、
一
切
の

失
業
者
に
職
を
与
え
よ
、

一
、
朴
光
海
、
岡
田
を
初
め
、
凡

ゆ
る
愛
国
者
を
即
時
釈
放
、

一
、
朝
日
人
民
間
の
リ
カ
ン
を
策

動
す
る
八
幡
の
暴
力
団
ネ
ッ

造
事
件
を
即
時
取
消
セ
、

一
、
何
の
根
キ
ヨ
の
無
い
救
護
資

－
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共
産
主
義
勢
力
と
旧
朝
連
系
朝
鮮
人
の
こ
と
が
「
破
壊
分
子
の
策
動
」
「
暴
職
種
は
、
被
差
別
地
域
の
た
め
の
も
の

報
告
書
は
こ
れ
を
「
日
常
生
活
上
う
に
職
安
事
件
と
検
察
庁
事
件
が
併
行
と
だ
け
言
い
た
か
っ
た
。
室
業
式
に
戻
小
学
校
の
建
物
が
立
派
な
鉄
筋
コ
ン

の
問
題
か
ら
反
米
、
反
戦
運
動
ま
で
し
て
お
こ
っ
て
い
て
も
、
日
本
人
が
主
る
者
は
い
な
か
っ
た
」
と
あ
の
日
の
こ
ク
リ
ー
ト
製
で
あ
っ
た
の
に
新
制
中
学

広
い
範
囲
に
及
ん
で
い
る
」
と
し
、
体
で
あ
る
職
安
事
件
は
ほ
と
ん
ど
霊
硯
と
券
闘
く
こ
と
が
で
き
迄

校
は
木
造
２
階
建
て
で
あ
っ
た
。
折
し

要
す
る
に
前
者
を
名
目
に
す
ぎ
な
い
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
朝
鮮
人
６
年
生
担
任
だ
っ
た
女
教
師
は
戦
前
も
テ
レ
ビ
で
は
毎
週
プ
ロ
レ
ス
カ
道
山

と
見
な
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
し
か
に
対
す
る
恐
怖
感
、
嫌
悪
感
を
読
み
取
親
が
決
め
た
許
嫁
を
待
ち
、
私
た
ち
を
の
派
手
な
活
踊
が
放
映
さ
れ
る
。
木
造

し
全
一
西
項
目
の
ほ
と
ん
ど
が
「
日
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
と
し
て
い
卒
業
さ
せ
た
後
加
年
の
ソ
連
シ
ベ
リ
校
舎
の
腰
板
は
「
足
蹴
り
の
技
」
で
一

常
生
活
上
の
問
題
」
で
、
反
戦
は
と
ま
丈
ア
抑
留
を
終
え
た
人
と
結
婚
さ
れ
た
。
枚
残
ら
ず
割
ら
れ
て
い
た
。
弟
の
持
ち

も
か
く
反
米
の
内
容
は
少
な
く
と
も
朝
鮮
人
が
、
仕
事
と
食
べ
物
と
生
活
夫
は
、
年
間
の
ブ
ラ
ン
ク
で
学
歴
な
帰
っ
た
文
集
に
吊
）
柿
食
え
ば
鐘
が
鳴

明
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
と
教
育
と
戦
争
反
対
の
た
め
に
、
せ
い
く
、
資
格
も
な
か
っ
た
。
近
所
の
自
民
る
な
り
法
隆
寺
、
②
桃
食
え
ば
鐘
が
鳴

そ
し
て
報
告
書
は
、
今
回
の
事
件
ぜ
い
が
パ
チ
ン
コ
と
ト
ウ
ガ
ラ
シ
で
党
議
員
の
世
話
を
得
て
、
理
方
公
務
り
ま
す
寺
の
鐘
、
③
窓
見
れ
ば
見
る
ほ

を
朝
鮮
戦
争
の
推
移
に
刺
激
さ
れ
た
「
武
装
し
て
集
団
的
な
行
動
に
出
た
星
と
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
た
。
ど
割
れ
て
い
る
、
④
・
・
・
」
家
中
で

笑
っ
た
。
私
の
中
学
は
市
内
で
も
進
学

率
が
低
く
、
就
職
す
る
人
が
２
割
は
い

た
。
３
学
期
に
な
る
と
就
職
組
は
先
生

の
視
野
か
ら
外
さ
れ
る
。
彼
女
ら
に
は

う
つ
る
で
卑
屈
な
視
線
が
あ
っ
た
。
蜷

川
知
事
が
汚
の
春
は
泣
か
さ
な
い
」

と
言
っ
た
頃
だ
。
卒
業
式
の
前
日
、
Ｒ

子
が
「
Ｍ
ぢ
ゃ
ん
、
進
学
も
考
え
た

（
家
庭
の
事
情
）
け
ど
ダ
メ
や
っ
た
。

，
私
の
分
も
頑
張
る
ん
や
で
。
み
ん
な
の

た
め
に
も
な
」
と
バ
ト
ン
を
渡
さ
れ

た
。
こ
の
目
と
言
葉
の
力
が
折
々
に
押

し
て
く
れ
た
。
あ
る
日
美
術
館
で
４
人

組
と
す
れ
違
っ
た
。
そ
の
中
に
Ｒ
子
の

視
線
を
感
じ
、
後
を
追
っ
て
「
あ
の

Ｉ
」
と
声
を
か
け
た
。
振
り
返
っ
た
彼

女
は
「
Ｍ
ち
ゃ
ん
！
」
と
叫
ん
だ
。
溺

年
ぶ
り
の
再
会
だ
っ
た
。
私
た
ち
の
中

学
に
は
講
堂
が
な
く
卒
業
式
は
青
天
井

で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
比
良
八
荒
（
八

講
）
の
日
。
父
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
計
役
員
と
し
て

挨
拶
に
立
っ
た
。
も
う
戦
後
哩
年
目
で

あ
っ
た
が
、
父
に
は
礼
服
が
な
い
。
軍

医
だ
っ
た
大
伯
父
の
服
を
譲
り
受
け
、

方
の
紋
章
等
を
外
し
て
着
て
い
た
。
こ

の
時
の
話
を
溺
年
後
の
同
窓
会
で
、
当

時
組
《
鼠
瞥
易
誕
師
だ
っ
た
方
が
、
幸

業
式
の
日
あ
な
た
の
お
父
さ
ん
、
Ｋ
さ
ん

は
ヨ
最
近
以
前
に
比
べ
若
い
教
師
の
元
気

が
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
子
ど
も
た
ち
の

教
育
を
守
る
大
事
な
時
期
だ
ろ
う
』
と

言
っ
て
く
れ
た
。
教
員
室
に
た
ま
に
来
ら

れ
る
だ
け
で
、
僕
ら
の
雰
囲
気
を
感
じ
て

お
ら
れ
た
の
や
℃
後
で
も
っ
と
頑
張
ろ
う

と
皆
で
言
い
合
っ
た
の
で
す
」
と
言
っ
て

く
れ
た
○

当
時
の
女
学
校
は
「
良
妻
賢
母
」
を
旨

と
し
て
い
た
か
ら
、
和
歌
、
古
典
文
学
、

裁
縫
、
声
楽
、
書
道
等
し
か
も
伸
び
伸
び

し
た
雰
囲
気
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
卒
業
後

も
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
映
画
演
劇
に
日

常
的
に
接
し
て
い
る
。
穆
村
春
子
な
ど

田
舎
か
ら
出
て
き
た
ば
っ
か
り
だ
っ
た

よ
」
な
ど
と
言
っ
て
い
亀
平
家
物
語
、

源
氏
物
語
、
清
少
納
言
の
言
葉
が
日
常
に

ひ
ょ
い
と
出
て
く
る
。
凄
い
こ
と
に
母
は

百
歳
の
天
寿
を
全
う
し
亀
そ
の
母
の
女

学
院
同
級
生
に
も
う
二
人
百
歳
ま
で
生
き

切
っ
た
人
が
い
る
．
一
人
は
亡
く
な
っ
て

か
ら
分
か
っ
た
の
だ
が
、
仕
事
仲
間
の
方

の
お
母
さ
ん
だ
っ
た
。
も
う
一
人
は
お
茶

の
水
一
ヨ
ラ
イ
堂
の
牧
師
に
嫁
ぎ
夫
他

界
後
に
九
州
人
吉
の
施
設
に
入
ら
れ
迄

こ
の
方
が
卵
歳
の
折
に
娘
と
尋
ね
た
。

「
私
の
お
友
達
の
Ａ
さ
ん
の
お
嬢
さ
ん

で
ね
。
○
○
ち
ゃ
ん
な
の
」
と
看
護
師

さ
ん
ら
に
紹
介
し
て
く
れ
た
。
ま
ず
ロ

シ
ア
語
の
童
謡
を
歌
っ
て
く
れ
次
に
ド

イ
ツ
語
の
子
守
歌
。
私
が
ラ
ラ
ン
ス

語
は
？
」
と
言
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
い

き
な
り
ル
マ
ル
シ
ョ
ー
ン
ル
マ
ル

シ
ョ
ー
ン
と
マ
ル
セ
ー
ズ
を
最
後
ま
で

歌
っ
て
く
れ
た
。
こ
の
人
の
聡
明
さ
も

然
る
こ
と
な
が
ら
こ
の
世
代
の
人
の
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
さ
に
び
っ
く
り
瞬
き
し
ど

う
し
だ
っ
た
。

満
州
大
陸
の
地
平
線
に
沈
む
真
っ
赤

な
太
陽
を
姉
た
ち
は
覚
え
て
い
て
作
文

に
も
書
い
て
い
る
。
母
も
次
々
と
病
に

疲
れ
な
が
ら
も
こ
の
太
陽
に
元
気
を
も

ら
っ
た
。
「
空
を
深
紅
に
染
め
る
大
き

な
太
陽
、
そ
れ
は
そ
れ
は
荘
厳
そ
の
も

の
だ
っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。
母
は

引
き
揚
げ
船
の
中
で
命
尽
き
る
か
も
し

れ
な
い
と
覚
悟
し
つ
つ
、
ケ
月
の
子
を

晒
し
布
で
吊
る
よ
う
に
し
て
抱
い
て
、

全
て
に
耐
え
て
い
る
顔
を
し
て
い
た
。

帰
国
後
肝
臓
・
心
臓
の
不
調
に
一
日
中

寝
て
い
る
こ
と
の
多
い
加
年
余
り
の
後

弟
が
中
学
生
の
頃
、
母
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

コ
ー
ラ
ス
に
通
い
出
贋
「
第
９
合
唱

団
」
に
挑
戦
上
氾
歳
ま
で
参
加
し

た
。
当
時
指
揮
者
は
朝
比
奈
隆
、
大
阪

フ
イ
ル
交
響
楽
団
で
唄
っ
た
の
だ
。

父
の
口
癖
は
、
膝
に
抱
い
た
孫
を
撫

で
な
が
ら
、
「
こ
の
子
が
大
き
く
な
る

ま
で
に
、
何
と
し
て
も
平
和
な
日
本

を
！
」
で
あ
っ
た
。
帥
歳
後
半
か
ら

折
々
の
要
求
署
名
活
動
、
取
り
分
け
冤

罪
の
松
山
事
件
支
援
の
署
名
活
動
を
続

け
、
い
ろ
ん
な
集
会
で
「
Ｋ
さ
ん
は
必

ず
、
署
名
用
紙
、
画
版
を
首
に
下
げ
て

立
っ
て
お
ら
れ
た
」
と
言
わ
れ
た
。
腰

痛
を
押
し
て
蟹
の
よ
う
に
歪
ん
だ
足
を

引
き
ず
る
よ
う
に
し
て
仙
台
へ
出
か
け

た
。
医
者
が
戸
手
術
を
す
れ
ば
歩
け

る
」
と
言
っ
た
と
帥
歳
で
手
術
。
回
復

が
嬉
し
く
て
術
後
間
も
な
い
身
体
で
、

医
者
の
許
し
を
得
ず
に
仙
台
に
出
か
け

て
し
ま
っ
て
腰
痛
が
再
燃
し
た
。
そ
の

後
の
何
回
か
の
脳
梗
塞
を
起
こ
し
、
酪

歳
で
逝
っ
た
。
母
は
二
十
歳
ま
で
の
命

と
言
わ
れ
た
と
い
う
が
親
兄
弟
の
分
も

生
き
１
０
０
歳
の
天
寿
を
全
う
し
た
。

今
年
は
、
３
．
１
５
弾
圧
か
ら
卵
年
、

戦
後
布
年
。
父
が
亡
く
な
っ
て
諏
年
。

母
が
亡
く
な
っ
て
昭
年
に
な
る
。

（
終
わ
り
）
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こ
の
春
、
入
管
法
改
正
が
話
題
に
な

り
、
特
に
ス
リ
ラ
ン
カ
女
性
の
ひ
ど

い
扱
い
が
注
目
さ
れ
、
具
合
が
悪
い

と
訴
え
て
も
診
察
も
受
け
ら
れ
ず
、

よ
う
や
く
病
院
に
行
け
て
も
点
滴
は

長
く
な
る
か
ら
、
と
無
理
や
り
帰
さ

れ
た
り
、
あ
げ
く
は
動
か
な
く
な

り
、
声
を
か
け
て
も
反
応
が
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
放
置
し
、
死
な
せ
て

し
ま
っ
た
。
そ
の
様
子
の
ビ
デ
オ
を

身
内
に
開
示
す
る
こ
と
さ
え
理
由
に

な
ら
な
い
理
由
で
拒
否
し
て
い
る
。

こ
れ
が
報
道
さ
れ
、
改
正
入
管
法
は

つ
い
に
取
り
下
げ
と
な
っ
た
。

入
管
職
員
の
非
人
道
的
な
振
る
舞

い
に
何
か
既
視
感
が
あ
っ
た
。

I

「
伊
藤
千
代
子
の
生
涯
」
紹
介

Ｄ
Ｖ
Ｄ
存
冒
《
て

大
津
支
部
芝
川
源
一
郎

ｂ

ｌ

ｌ

卜

Ｆ

６

１

１

．

０

今
回
劇
映
画
「
伊
藤
千
代
子
の
生

涯
」
紹
介
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
て
思
い
当
た
っ

た
の
は
こ
れ
だ
。

刑
務
所
で
の
拷
問
、
刑
務
所
内
の
環

境
も
冷
暖
房
は
も
ち
ろ
ん
な
く
、
体
の

具
合
が
悪
く
な
っ
て
も
ほ
っ
た
ら
か

し
、
ど
う
に
も
し
か
た
な
く
な
れ
ば
病

院
へ
連
れ
て
行
く
が
、
入
院
時
も
手
錠

を
か
け
た
ま
ま
、
特
高
が
見
張
っ
て
い

る
、
と
い
う
「
今
も
あ
る
光
景
」
に
、

ま
た
特
高
Ⅱ
入
管
と
い
う
遺
伝
子
に
呆

れ
果
て
苞

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
中
で
印
象
的
だ
っ
た
の
は

三
１
代
子
も
多
喜
二
も
一
歩
も
引
か
な

か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
ば
だ
。
資
料
を

見
る
限
り
、
社
会
変
革
に
確
信
を
持
っ

て
生
き
て
い
た
千
代
子
が
決
し
て
プ
レ

る
こ
と
な
く
、
特
高
の
拷
問
に
も
耐
え

て
刑
務
所
の
中
で
も
女
子
房
の
仲
間
と

抵
抗
運
動
を
続
け
て
い
た
こ
と
は
驚
き

で
あ
る
し
、
そ
の
肉
声
を
聞
い
て
み
た

い
と
思
１

今
回
の
映
画
が
千
代
子
の
存
在
を
現

代
に
蘇
ら
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
ほ
し

い
。

け
止
め
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
。
‐
。

●●●●

加
時
～
面
時
で
８
人
に
訪
問
し
て
一
。
《

手

ロ

寺

、
ご
』
。
ご
》

●
ｅ

７
人
と
出
会
い
、
電
話
で
の
約
束
が
．
・

●
《
Ｋ

Ｑ

Ｄ
、
Ｑ
令
寺
）

●
吾

３
人
で
、
カ
ン
パ
２
万
円
（
翌
日
十
一

■
皇
《

．
＊
０
．
－
打
；
露
。
．
●
↑
“
〆

６
千
円
）
を
い
た
だ
き
、

「
地
し
ば
唾
・

■

り
の
花
」
３
冊
・
増
補
版
「
時
代
の
一
一
・
・
・
．
、
》
《
‐
γ
、
、

■
？

●
●
、
》
ｐ

●
●
①
Ｑ
今
’
｝

証
言
者
伊
藤
千
代
子
」
１
冊
を
寅
っ
》
、
．
緯
，
…
ｉ
、

○
●

●夕ていただきました。．〃．、

●●

●
ａ
●
●

●
■
Ｏ
■
０
０
９
．
０
●
●
●
■
■
●
●
●
●
●
●
①
●
●
Ｄ
●
●
●
■
●
Ｄ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
◇

４
ｈ
＄
・
１
。
Ｔ
‐
り
‐
Ｆ
ｊ
Ｉ
供
。
ｔ
Ｂ
Ｉ
Ｌ
■
９
Ｆ
ｊ
も
申
０
９
↑
４
１
‐
ｆ
Ｉ
０
ロ
ー
リ
↓
“
１
Ｊ
Ｐ
４
■
■
ａ
Ｐ
ｑ
心
４
４
‐
Ｏ
ｆ
４
４
ｆ
Ｏ
ｆ
‐
Ｏ
Ｔ
４
ｊ
■
ａ
９
ｆ
．
■
可
ｊ
９
。
ｐ
』
■
７
日
９
９
‐
９
．
６
１
，
ｄ
Ｂ
ｄ
ｏ
』
１
匹
Ｔ
ｒ
０
中
ｌ
ｂ
ｐ
‘
昏
Ｐ
ｌ
ｒ

７
月
型
日
、
山
梶
さ
ん
の
お
宅
を

お
借
り
し
て
、
古
谷
さ
ん
・
山
梶
さ

ん
・
滝
の
３
人
で
、
女
性
部
の
話
し

合
い
を
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

「
『
わ
が
青
春
つ
き
る
と
も
Ｉ
伊
藤

千
代
子
の
生
涯
』
制
作
・
上
映
運

動
」
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
訪
問
活

動
を
し
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
記
日
に
３
人
で
実
行
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

７
月
詔
日
、
山
梶
さ
ん
の
家
か
ら

３
人
が
出
発
し
、
近
江
八
幡
市
・
東

近
江
市
の
女
性
の
方
の
家
を
訪
闇
し

ま
し
た
。
ど
の
方
も
気
持
ち
良
く
受

『
わ
が
青
春
つ
き
る
と
も
Ｉ
伊
藤
千
代
子
の
生
涯
』

制
作
・
上
映
運
動
で
行
動

彦
根
愛
犬
支
部
滝
す
み
江

●
●
。
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
■
●
■
■
■
ｅ
ｏ
Ｇ
●
●
■
●
■
●
●
■
●
●
●
●
●
■
Ｄ
■
■
●
●
■
、
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●

「
ま
た
行
こ
う
」
と
次
の
行
動
日
も

確
認
し
ま
し
た
。
権
力
に
抗
し
た
一

人
の
少
女
「
伊
藤
千
代
子
」
を
で
き

る
だ
け
多
く
の
方
々
に
伝
え
る
た
め

に
、
各
支
部
・
各
地
域
で
こ
の
運
動

を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
壹
乳

畠
山
沙
智
子
さ
ん
字
〈
津

支
部
）
か
ら
届
き
ま
し

た
。
亙
『
日
は
、
人
に
し

ぼ
り
」
集
め
て
頂
い
た
署

名
用
紙
と
一
緒
に
届
き
ま

し
た
。
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